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 自己評価（Ａ…達成　Ｂ…概ね達成　Ｃ…やや不十分　Ｄ…不十分）  

 　　　 教　育　活　動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ          
       
評価項目 評価指標・取組指標 評価及びその理由（アンケート結果は「そう思う」「ややそう思う」の合計）

 
       ☆全国学力・学習状況調査(4/17) 全国比　　　　 ６年　国語－2.8　算数 －10.0  
       ☆ステップアップテスト(4/17) 徳島県との差 　５年　国語－1.6　算数 －13.4  
       ☆アンケート４「家庭学習」 児童86.0％(93.0％)↓  保護者79.0％(80,0％)↓  
       ☆アンケート５「学力」 児童97.0％(96.0％)↑  保護者84.0％(85.0％)↓  
       ☆わかる授業をめざす授業研究 ・学力向上実行プランに基づいた授業実践、  
        ・特別活動部会とPBS算数科部会による授業改善 Ｂ 
        　への取組  
 ☆週帯時間によるドリル学習 ・ＴＴ、授業中や休み時間、放課後の個別指導 
確かな学力 ☆個に応じた指導 ・デジタル教科書の活用、電子黒板の活用 
 ☆ＩＣＴを活用した教育 ・タブレットの活用（メタモジ  タブレットドリル） 
 ☆読書の習慣化への取組 朝の読書（ボランティアによる読み聞かせ）、　
 図書委員会の取組（多読賞表彰、図書クイズ）
 
 成　果　と　課　題
 
   全国学力・学習状況調査やステップアップテストの結果は、全国や県と比べて特に算数は低い状

況が続いており、基礎基本及び活用力など学力の引き上げが引き続き課題である。授業研究を計画
的に行い、教師の授業力向上を図り、わかる授業をめざす。また、タブレットを活用した授業実践
と併せて、手書きによる「書く」時間を発達段階に応じて意図的に設けて、基礎基本の定着を図る。

 
評価項目 評価指標・取組指標 評価及びその理由（アンケート結果は「そう思う」「ややそう思う」の合計）

 
 ☆アンケート１「あいさつ」 児童86.0％(92.0％)↓　保護者83.0％(82.0％)↑  
 ☆アンケート３「仲良く」 児童97.0％(98.0％)↓　保護者89.0％(87.0％)↑  
 ☆アンケート６「児童理解」 児童97.0％(97.0％)‐  保護者82.0％(80.0％)↑  
 ☆アンケート11「学校は楽しい」 児童90.0％(92.0％)↓    
 ☆人権教育への取組 人権教育の視点に立った教育活動の展開　　　　  
  人権教育に関する校内研修、親子で作る人権標語  
  人権学習参観日、人権コンサートの開催 Ｂ 
  穴吹中学校キャリア教育出前授業に参加（６年生）  

豊かな心 ☆道徳教育への取組 年間計画に沿った計画的な指導 
 ☆特別支援教育への取組 校内研修における共通理解、特性に応じた指導 
  ケース会議の開催、関連機関との連携、 
 ☆温かく支持的な学級集団づくり 児童相互が認め合う「話し合い活動」の充実 
 異年齢集団「にこにこ班」での活動 
 PBS（ポジティブ行動支援）手法による支援
 
 成　果　と　課　題     

　昨年度に比べ、保護者の評価が、わずかながらではあるが前年度に比べ上昇している。引き続き、
学校における道徳教育や人権教育の目標や具体的方策、各取組の意義について家庭に通知し、理解
を広げ協力を得ていく取組を継続していく。一方、児童自身の評価は、前年度に比べわずかながら
ではあるが低下している。全ての教育活動に人権の視点を据えるとともに、学校全体で一人一人の
児童に寄り添った教育をさらに推進していく。

 
評価項目 評価指標・取組指標 評価及びその理由（アンケート結果は「そう思う」「ややそう思う」の合計）

 
 ☆全国体力・運動能力・習慣調査 全国平均に比べ５年男子は－1.1、女子は－7.4  
 ☆アンケート２「早寝早起き朝ごはん」 児童89.0％(93.0％)↓　保護者72.0％(78.0％)↓  
 ☆アンケート９「体力向上」 児童82.0％(69.0％)↑　保護者78.0％(82.0％)↓  
 ☆各種校内検定の取り組み等 水泳検定、縄跳び検定等  
 ☆肥満傾向児童の改善状況 軽度肥満以上は４月は12.1％、１月には15.0％ Ｂ 
 ☆各種運動大会練習参加状況 体操 13(36)名、水泳 18(28)名、陸上 27(23)名
  参加 
 ☆休み時間の遊びの状況 昨年度より登校後の運動場での外遊びを奨励した
健やかな体  ことで、登校後外遊びをする児童の姿が増えてい
 るが、全体の６割程度に留まっている。

成　果　と　課　題

　多くの児童が積極的に各種運動に参加したり、体育の時間の水泳検定や縄跳び検定に取り組んだ
りしている。雨の日の休み時間に体育館を使用できるようになったことや朝の運動場での外遊びを
通して、運動の幅が広がり、意欲的に活動する児童も増加した。また、スポーツ・安全委員会によ
る全校遊び（逃走中）の実施など、より気軽に運動に親しむ機会も増えた。しかし、運動の二極化
が見られ、全ての児童が運動に親しんでいるとは言い難い。併せて、肥満傾向の改善にもつながる
望ましい食習慣・運動習慣の定着に向けた取組を家庭・地域と連携して一層推進する必要がある。
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  自己評価（Ａ…達成　Ｂ…概ね達成　Ｃ…やや不十分　Ｄ…不十分）
      信　頼　さ　れ　る　学　校　　　　　　　　　　　　　　Ｂ　　　　　　
　　
評価項目 評価指標・取組指標 評価及びその理由（アンケート結果は「そう思う」「ややそう思う」の合計）

       ☆アンケート７「相談体制」 児童97.0％(99.0％)↓　保護者73.0％(73.0％)‐  
       ☆アンケート10「連携」 児童86.0％(81.0％)↑　保護者87.0％(85.0％)↑  
       ☆ホームページの記事投稿状況 １月２６日時点で６１（３８）投稿  
       ☆分かりやすい学級だより 全学級発行  
       ☆保護者との連携 家庭訪問、個人懇談の実施と担任による電話連絡、  
        さくら連絡網、web質問等の活用 B 
       ☆保護者や地域と連携した学校行事 運動会、川の学校、宮内オリエンテーリングなど  

開かれた  で多数の保護者やボランティアの協力を得た。  
学校 ☆学校支援ボランティアとの連携 各種行事への支援、読み聞かせ、昔遊びやクラブ

 活動など学習活動への支援、環境整備等の協力
 
 成　果　と　課　題
 
 　行事では、例年以上に多くの保護者や地域の方の協力を得られたことで、より充実した活動がで

きた。学校の相談体制に対しては、保護者の肯定的な評価が昨年度と同じであるが、７割程度で十
分とは言い難い。家庭訪問、個人懇談といった定期的な機会だけでなく、これまで以上に日常のき
め細かい連絡体制を確保し、保護者の側から相談しやすい環境づくりに努める。学校からの連絡に
ついては紙媒体を基本とし、緊急性のある内容やアンケート等については電子媒体での連絡を行う
ようにしている。今後も家庭との連絡体制を強くし、保護者の理解と協力を得るためにも、様々な
方法で丁寧な情報発信をしていくようにする。

評価項目 評価指標・取組指標 評価及びその理由（アンケート結果は「そう思う」「ややそう思う」の合計）

 ☆アンケート11「安全整備体制」 保護者86.0％(85.0％)↑  
 ☆毎月の安全点検 毎月安全点検を実施し、不良箇所を修繕した。  
 ☆交通安全教室、避難訓練、防災学 交通安全教室１回、避難訓練３回（地震・火災１  
   習、緊急時引渡し訓練 回、土砂災害１回、不審者対応１回） B 
 　 緊急時引渡し訓練１回  
 ☆学校内でのけがの状況 日本スポーツ振興センター申請　 ３件(６件)   
安全・安心 ☆落ち着いた学校生活への取り組み 「穴吹よい子のきまり」を引き続き全校をあげて
 指導した。
 
 成　果　と　課　題

　安全整備体制について、保護者からの肯定的な評価は前年度とほぼ同じである。土砂災害や南海
トラフ地震など、災害に備え様々な場面を想定した避難訓練の実施と安全教育の推進と地域、家庭
との連携により、防災力を高め、安全・安心な学校づくりに引き続き努めていく。

評価項目 評価指標・取組指標 評価及びその理由（アンケート結果は「そう思う」「ややそう思う」の合計）

 ☆アンケート８「活力ある教職員集団」 児童  97.0％(97.0％)‐保護者86.0％(80.0％)↑  
  ①「業務改善・勤務時間の適正化」 教職員89.0％(66.0％)↑  
教職員が  ②「休暇のとりやすさ」 教職員95.0％(91.0％)↑ Ａ 
生き生きと  ③「職場環境の整備」 教職員89.0％(75.0％)↑  
働く ☆勤務時間の適正化 時間外在校時間の管理　 
職場環境 ☆業務改善 校務支援システムの活用　学びサポーターの活用
 
 成　果　と　課　題

　教職員の業務改善、勤務時間の適正化、休暇のとりやすさ、職場環境の整備等、全ての項目にお
いて、昨年度より肯定的な回答の割合が大幅に増えている。教職員一人一人が、常に生き生きと自
身の職責を果たすことができるような活力ある教職集団であり続けるために、今後も引き続き、よ
りよい職場環境づくりをめざした取組を行っていく必要がある。

総合評価 
(1)危機管理マニュアルに基づいた学校における安全教育を計画的に行うとともに、地域、家庭、諸機関と連携し
　 た取組を通して、より 安全・安心な学校づくりをめざしていく。 
(2)基礎基本の定着、活用力の向上のため、研究授業等を計画的に行い、教師の授業力向上を図る他、ドリルの時
　 間の活用方法などを工夫し、個別最適な学びの実現を目指していく。 
(3)児童の発達段階に応じて、すべての教育活動を通して道徳教育や人権教育を実践し、他人を思いやる心や尊重
　 する心を育むとともに、取組の方策や意義を家庭に通知することで理解を広げ、協力体制を築いていく。 
(4)保護者や地域学校協働本部の支援を得て、今年度も昨年度以上に穴吹小学校ならではの教育活動を展開するこ
　 とができた。次年度以降の継続については、教育活動の精選やブラッシュアップをしっかりと行い、よりよい
　 教育効果を得ることができるようにして行く必要がある。
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学校運営協議会の意見 
穴吹中学校区学校運営協議会　 

令和８年２月１０日（火）実施 

 

 
  〇評価項目「確かな学力」について、小学校段階では、手書きによる「書く」活動は必要であり

「書く」活動を見直し、学年や発達段階に応じて、積極的に進めていくことは、とても評価でき
 ることであり、是非とも進めてほしいと思う。

 
 〇評価項目「健やかな体」について、昨年度より登校後の運動場での外遊びを奨励しているという
　　ことであるが、子どもの体づくりにとってとても良いと思う。小学生のうちはいろいろな運動を
　　体験させることが大切であり、体を動かすことで体力もつき、他の活動にも良い効果が現れるの

 　　ではないかと思う。
 
 〇評価項目「開かれた学校」については、学校からの連絡については、紙媒体を基本とし、緊急性
　 のあるものやアンケート等については、さくら連絡網等の電子媒体をを活用するなど、目的に応

 　 じて、使い分けをされていることはとても良いと思う。
 
 〇学校評価アンケートを、小・中学校ともに実施しているが、アンケート項目の中に小・中学校で

 　 共通のものも入れてみると、小・中学校での比較ができて良いと思う。
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